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It could be assumed that the notion of the impurities of the Gentiles, conceived during the second temple
period after the exile, had relevance to the establishment of ancient Israel’s identity. This study pursues the
transition of the concept of impurity in ancient Israel and clarifies the connection between the situation where
the concept of impurity was used to draw an ethnic border and the occurrence of the exile from the perspective
of metaphor. It reveals that in the exilic context, Israel’s moral impurity was depicted by the metaphor of a
woman of ritual impurity who had to be kept at a distance from the sancta in the meantime, and that the
impurity served as motivation for Israel’s ethnic community to become holy people after the exile, consecrating
themselves away from impurity. This concept of impurity is thought to have created an ethnic border, leading to
the formation of Israel as a holy seed, and the origin of the impurities of the Gentiles.

























Klawans の分類に対して、C. Nihan は、「道徳的穢れ」においても儀礼的側面は同様に重要
であるために用語法的問題があるとし、穢れの「原因」による分類として「物質的（あるいは








4) Klawans, Impurity and Sin, 26.





















5) Nihan, “Forms and Functions,” 321.
6) Nihan, “Forms and Functions,” 344. その例として、レビ記11章に記されている意識的な違犯が、レビ
記12-15章の物質的穢れの一つと同じ結果を引き起こすことが挙げられる。
7) Nihanはレビ16：16で言及される「穢れ（ ）」と「違反（ ）」について、理論的に「穢れ（ ）」
はレビ記12-15章に記されている物質的穢れを指しており（cf. レビ15：31）、「違反（ ）」はその
神の法への意識的違反を指しているとし、この両者が「彼ら（イスラエル）の全ての罪（ ）」
を形成しており、それが聖所を穢すと認識されている点を指摘する（Nihan, “Forms and Functions,”
344-345）。
8) J. Neusner は聖と穢れが道徳的・宗教的行為にとってメタファーとして作用することを指摘する
（Neusner, The Idea of Purity, 108）。それに対し Klawans は、罪による穢れを単にメタファーあるいは
一つの象徴的体系の一部として見ることに異議を唱える（Klawans, Impurity and Sin, 11, 32-38）。注36
をも参照。
9) Guichard and Marti, “Purity in Ancient Mesopotamia,” 48.
10) 人が誰かに紹介される前に礼儀作法として身を清めることと、礼拝や祈りの前に適切な儀礼を通して
穢れからの清めを行うことの類似性が指摘されている（Guichard and Marti, “Purity in Ancient
Mesopotamia,” 80）。占いで神々に尋ねる前に、口と手を洗う古バビロニアの占者の例が挙げられてい
る（Guichard and Marti, “Purity in Ancient Mesopotamia,” 81）。




（Guichard and Marti, “Purity in Ancient Mesopotamia,” 83-84）。
































12) 病気や不運や虫に刺される等の外的攻撃等、多様な事態が徴候と考えられた（Guichard and Marti,
“Purity in Ancient Mesopotamia,” 91）。
13) Guichard and Marti, “Purity in Ancient Mesopotamia,” 105.
14) Guichard and Marti, “Purity in Ancient Mesopotamia,” 107.
15) Nihan, “Forms and Functions,” 326-328.
16) Parker, Miasma, 66.


























17) Nihan, “Forms and Functions,” 312-313参照。例としてレビ11：8，24-28などの箇所が、清くない動物の
死骸のみが穢れているとしているのに対し、レビ11：39-40はこの原則を四足の家畜にも拡大している
点を挙げている（Nihan, “Forms and Functions,” 313, n. 4）。
18) 申24：8；エゼ22：26；44：23；ゼファ 3：4；ハガ 2：11などの箇所からは、 の語の基本的意味の一つが、
犠牲を捧げることと穢れの扱いについて祭司たちによって伝えられた教えであるという事実を証言し
ており、またレビ記11-15章の清浄についての教えも同様の「これは…の教えである（ ）」
との表現で結ばれ、レビ記 1-7 章にも類似の定型句が見られると指摘している（Nihan, “Forms and
Functions,” 313）。
19) Nihan, “Forms and Functions,” 313.
20) Nihan, “Forms and Functions,” 313-314.
21) Nihan, “Forms and Functions,” 314.
22) Nihan, “Forms and Functions,” 312-316.

































23) Hayes, Gentile Impurities, 26-27.
24) Hayes, Gentile Impurities, 26. これは従来指摘されてきた「血統」の聖性の問題ではなく、「系統」の聖
性の問題であると指摘される（Hayes, Gentile Impurities, 27）。
25) Grohmann, “Purity/Impurity,” 103.
26) レビ12：2，5 には、月経の穢れに準じる出産後の穢れについて記されている。




























27) J. Milgrom, D. P. Wright, and H.-J. Fabry, “ ,” TDOT 9：232-35.
28) Milgrom—Wright, TDOT 9：232.
29) Levine, Numbers 1-20, 463-464. Levineは、ラシがアッカド語の同語源語が知られる以前に、恐らく既
にこの見解を持っていただろうと指摘する。
30) Lemos, “Where There Is Dirt,” 286.
31) Grohmann, “Purity/Impurity,” 114.
32) エレミヤ書⚒章、エゼキエル書16章、23章等。イスラエルを淫行を行う女性と重ねた初めはホセアで
あろうか。
























33) Lemos, “Where There Is Dirt,” 287-288.
34) リクール「聖書的言語における隠喩の役割と機能」、82-86頁。
35) リクール「聖書的言語における隠喩の役割と機能」、97頁。














































39) Grohmann は、哀歌の中の（特に 1-2 章の）歌のいくつかは捕囚期に起源を持つが、哀歌の諸編は、
捕囚後の議論において更に発展させられていると指摘する（Grohmann, “Purity/Impurity,” 114. 更に
115と n. 58をも参照）。































46) レビ18：19「月経の汚れを持つ女性（ ）に近づいて、これを犯しては（ ）な
らない。」
47) Klawans は、祭司文書（P）と神聖法集（H）の両方の流れが捕囚前の時期に由来すると想定する
（Klawans, Impurity and Sin, 22）。
48) Nihan, “Forms and Functions,” 312. Nihan, From Priestly Torah to Pentateuch, 619をも参照。
49) Nihan, “Forms and Functions,” 339.
50) レビ20：18をも参照。
51) エゼ18：6 をも参照。
52) G. Holtz は CD 5：6-7 において動詞 が使われていることに着目し、この箇所がレビ18：19よりも
レビ15：24を想起しており、Klawans の議論に反して、このテキストが未だ儀礼的穢れ概念を保持し





“ ； ； ,” TDOT 2：476-88参照）。
54) レビ18：24-30の他に、申 7：1-3；11：8；23：6；王下21：16；イザ 1：19からの引喩が指摘されている。預言
者たちの言葉と言われているが、その多くがモーセ五書からの引用であることが指摘されている（申
18：15；34：10；王下17：23；21：10；エレ 7：25等をも参照）（Williamson, Ezra, Nehemiah, 137）。
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